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学
び
合
い
、つ
な
が
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

「
ミ
ハ
ラ
ボ
」が
始
ま
り
ま
す

問
地
域
調
整
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
８
４

ゲ 

ス
ト　
い
や
し
ろ
ち
オ
ー
ナ
ー　
只
佐 

貴

美
江
さ
ん

　
丁
寧
な
暮
ら
し
を
提
案
す
る
ゲ
ス
ト
が
、

健
康
の
土
台
は
食
と
い
う
視
点
か
ら
、
発
酵

食
品
や
酵
素
の
持
つ
力
を
生
活
の
中
に
簡
単

に
取
り
入
れ
る
秘
訣
を
伝
え
ま
す
。

と 

こ
ろ　
い
や
し
ろ
ち（
久
井
町
泉
）

ゲ 

ス
ト　
デ
ザ
イ
ナ
ー　
赤
野
有
希
さ
ん

　

サ
ク
ラ
サ
ク
代
表（
家
具
製
作・
デ
ザ
イ

ン
）　
植
原
健
司
さ
ん

　
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら「
ア
イ
デ
ア
を
カ

タ
チ
に
す
る
コ
ツ
」を
聞
き
な
が
ら
、ミ
ハ
ラ

ゲ 

ス
ト　
み
は
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ

ト
実
行
委
員
長　
は
る
の 

と
お
る
さ
ん

　
ひ
ら
め
き
を
行
動
に
変
え
て
み
る
と
、
自

分
の
周
り
が
少
し
面
白
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ひ
ら
め
き
か
ら
始
ま
っ
た
音
楽
イ
ベ

ン
ト「
み
は
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
主
催
者
の
話
か
ら
、
何
か
面
白
い
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 

こ
ろ　
城
町
庁
舎
２
階　
ま
ち
づ
く
り
活

　
市
は
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
に
携
わ
る
団
体
や
個
人
が
交

流
で
き
る
場
を
設
け
、
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、三
原
の「
ヒ
ト・モ
ノ・コ
ト
」を
掘
り
起
こ
し
、楽
し
み
な
が
ら
市
の
魅
力
を
学
び
、

つ
な
が
る
場
と
し
て「
ミ
ハ
ラ
ボ
」を
開
催
し
ま
す
。

※「
ミ
ハ
ラ
ボ
」と
は
、「
み
は
ら
」と「
実
験
室（
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
）」「
協
働（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

ゲ 

ス
ト　
株
式
会
社
シ
マ
ネ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
社
長　
三
浦
大
紀
さ
ん

　

み
ん
な
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
三
原
を
創
ろ

う
！
島
根
県
で「
地
域
を
面
白
く
す
る
」「
き

っ
か
け
を
つ
く
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す

る
ゲ
ス
ト
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

ミ
ハ
ラ
ボ
で
や
っ
て
み
た
い
実
験
を
考
え
ま

す
。

　
三
原
市
市
民
提
案
型
協
働
事
業
の
事
例
発

表
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し

ま
す
。

と 

こ
ろ　
城
町
庁
舎
２
階　
ま
ち
づ
く
り
活

動
ル
ー
ム

定
員　
各
20
人(

申
し
込
み
先
着
順)

申 

し
込
み　
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で

①
名
前
②
年
齢
③
電
話
番
号
④
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
受
託
業
者 

株
式

会
社
エ
ブ
リ
プ
ラ
ン（
〒
７
３
０
│
０

８
５
１
広
島
市
中
区
榎
町
７
番
６
号

　
☎
０
８
２
・
９
４
２
・
１
３
２
０

　
　

０
８
２
・
９
４
２
・
１
３
１
０

　

s-m
atayoshi@

everyplan.co.jp

）へ

５
日（
日
）

13
時
〜
14
時
30
分

12
日（
日
）

13
時
〜
15
時

18
日（
土
）

13
時
〜
15
時

19
日（
日
）

13
時
〜
16
時

ひ
ら
め
き
を
イ
ベ
ン
ト
に
変
え

る
ヒ
ン
ト

菌
と
の
暮
ら
し
　

〜
健
康
に
暮
ら
す
お
話
〜

参
加
費
無
料

デ
ザ
イ
ン
を
知
る
。
デ
ザ
イ
ン
し

て
み
る
。
実
験
！
ミ
ハ
ラ
ボ
の
ロ

ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
！

ミ
ハ
ラ
ボ
を
つ
く
ろ
う
！

企
画
会
議 
〜Do It O

urselves

で
三
原
を
楽
し
む 
〜

動
ル
ー
ム

ボ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階　
美
術
工
芸
室

ラボ

01

ラボ

02

ラボ

04
ラボ

03

▲はるの とおるさん

▲ 赤野有希さん（左）、植原
健司さん（右）

▲只佐 貴美江さん

▲三浦大紀さん
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問問い合わせ先

と 　
き　
３
月
24
日（
金
）〜
４
月
23
日（
日
）

９
時
〜
17
時

※
３
月
24
日
は
10
時
か
ら
。

と 

こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ペ
ア
シ
テ
ィ

三
原
西
館
２
階
）

内 　
容　
市
が
新
規
に
収
蔵
し
た
作
品
か
ら

約
50
点
を
展
示

関
連
催
事 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

と　
き　
３
月
24
日（
金
）10
時
15
分
〜
11
時

内 　
容　
故・秦
森
康
屯
の
妻 

秦
森
直
子
さ

ん
と
市
学
芸
員
に
よ
る
展
示
作
品
な
ど
の

解
説

　
市
で
は「
タ
コ
」「
地
酒
」「
お
や
つ
」の
３
品

目
を「
三
原
食
」と
総
称
し
て
、
全
国
に
通
用

す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
た
め
の
取

り
組
み「
幸
せ
の
三
原
ぐ
る
め
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
開
催
中
で
す
。

　
三
原
食
を
提
供
し
て
い
る
市
内
の
対
象
店

舗
で
、
1
店
舗
５
０
０
円
以
上
の
買
い
物
ま

た
は
飲
食
を
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

先
着
順
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
抽
選

で
対
象
店
舗
で
使
え
る
食
事
券
や
カ
ー
プ
グ

ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期 　
間　
20
日（
月・祝
）ま
で　

　
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
市
周
辺

部
な
ど
居
住
者
が
少
な
い
地
域
で
は
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
は
じ
め
自
宅
の
近
く
で
乗

り
降
り
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

役
割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
地

域
住
民
を
主
体
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
導
入
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

導 

入
条
件　
次
の
①
〜
③
を
満
た
す
こ
と

①
運
行
の
必
要
性
が
あ
る

②
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
組
織
を
結
成

で
き
る

③
計
画
の
実
現
性
が
高
い

支
援
内
容

秦森康屯（大正12～平成６年）
　三原市小坂町出身。東京や大阪で美術を学んだの
ち、関西独立展で関西独立賞第１席、独立美術協会
創立25周年記念賞を受賞して一躍脚光を浴び、生
涯にわたって数多くの作品を描き続けました。
　市は今年度、ご遺族から初期の抽象画の大作から
晩年までの画業の全貌を知ることができる油彩やデ
ッサン、スケッチのほか、日記などの資料の寄贈を
受けました。

  

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

康
屯
か
ら
の
お
く
り
も
の

│
三
原
が
生
ん
だ
画
人 

秦は
た
も
り
こ
う
と
ん

森
康
屯
の
新
収
蔵
作
品
│

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入
を
支
援

春
の「
幸
せ
の
三
原
ぐ
る
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催
中

・
導
入
方
法
の
指
導・

助
言

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

の
印
刷
や
結
果
の
集

計・分
析

・
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
に
関
す
る
指
導・助
言

・各
種
運
行
準
備
支
援（
許
可
申
請
な
ど
）

・運
営
費
の
補
助 

な
ど

※
導
入
の
流
れ
や
具
体
的
な
方
法
を
掲
載
し

た
手
引
き
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
文
化
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

問
観
光
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
１
５

問
生
活
環
境
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
7
８

入
場
料
無
料

※
詳
し
く
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

「静物」1969年

「
瀬
戸
内
の
春
」１
９
９
４
年
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引っ越しが決まったら水道部へ届け出を

住民異動などの届け出は忘れずに
　就職や転勤など住民異動の多い時期です。住所などを異動したときは、住民異動の
手続きと併せて、国民健康保険（国保）や年金などの手続きも必要です。
受付時間　８時30分～17時15分（土・日曜日、祝日を除く）
手�続きの方法　本人確認ができる物（運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、
保険証など）を用意し、市民課、または各支所地域振興課へ

※同一世帯以外の人が代理人として届け出をする場合は、委任状と印鑑が必要です。

　
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
水
道

部
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
な
い
と
、
使
用
し
て
い
な
く
て
も

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。　

※
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

問
水
道
部
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・64・２
２
４
３

異動の種類 届け出る内容

市内での転居

市外への転出

お客様番号、現住所、名前、引
っ越しする日、引っ越し先の
住所、電話番号
※市内での転居は、引き続き
同じ口座での引き落としがで
きます。希望する人は、手続
きの際に申し出てください。

市外からの転入 新住所、名前、電話番号、使
用を開始する日

異動の種類 届け出に必要な物

転出（市外への引越し）

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入者　
後期高齢者医療被保険者証………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険被保険者証………………65歳以上の人、40～64歳で認定を受けている人

転入（市外からの引越し）　
※住み始めた日から14日以内
に届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑
通知カード　
転出証明書…………………………前住所地の市区町村で発行　
（県内からの転入）後期高齢者医療被保険者証………………後期高齢者医療保険の加入者　
（県外からの転入）後期高齢者医療負担区分等証明書………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険受給資格証明書…………要介護の認定を受けている人　
年金手帳……………………………国民年金の加入者　　
マイナンバーカード、住基カード………カードの交付を受けている人
在留カード（旧外国人登録証）または特別永住者証明書……外国人住民

転居（市内の引越し）
※転居した日から14日以内に
届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
通知カード
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入者　
後期高齢者医療被保険者証………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険被保険者証………………65歳以上の人、40～64歳で認定を受けている人　
マイナンバーカード、住基カード………カードの交付を受けている人
在留カード（旧外国人登録証）または特別永住者証明書……外国人住民

世帯主の変更　
※変更があった日から14日以
内に届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入世帯

お客様番号

　��市民課（市役所本庁１階）☎0848・67・6047、本郷支所地域振興課☎0848・86・1111、
　　久井支所地域振興課☎0847・32・7111、大和支所地域振興課☎0847・33・0222
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問問い合わせ先

加
入
者
み
ん
な
で
支
え
合
う
国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険︵
国
保
︶は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
74
歳
ま
で
の
人
が
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
で
は
、
届
出
書

や
申
請
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
本

人
確
認
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
に
は
世
帯
主
と
対
象
者
両
方
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

 　
国
保
の
加
入･

脱
退
な
ど
の
手
続
き
は
、世

帯
主
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
世
帯
員
に
よ
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
表
１
に
該
当
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に

市
民
課︵
市
役
所
本
庁
１
階
︶、
各
支
所
地
域

振
興
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

国保だより

異動の種類 届け出に必要な物

国
保
に
加
入
す
る

他の市区町村から転入したとき 他市区町村の転出証明書、印鑑、マ
イナンバー

職場などの健康保険をやめたとき 健康保険をやめた証明書、印鑑、マ
イナンバー

職場などの健康保険の被扶養者で
なくなったとき

被扶養者でなくなった証明書､印鑑､
マイナンバー

子どもが生まれたとき 母子健康手帳、印鑑、マイナンバー

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止通知書、印鑑、マイナ
ンバー

外国籍の人が加入するとき 在留カード、マイナンバー

国
保
を
や
め
る

他の市区町村へ転出するとき 保険証、印鑑、マイナンバー

職場などの健康保険に加入したと
き 国保と職場の保険証（職場の保険証

が未交付のときは加入した証明書）、
印鑑、マイナンバー職場などの健康保険の被扶養者に

なったとき

被保険者が死亡したとき 保険証、喪主の通帳、喪主が分かる
書類、印鑑、マイナンバー

生活保護を受けるようになったと
き

保険証､生活保護決定通知書､印鑑､
マイナンバー

外国籍の人がやめるとき 保険証､ 在留カード､ マイナンバー

そ
の
他

転居したとき

保険証、印鑑、マイナンバー世帯主が変わったとき

世帯を分けたとき、一緒にしたと
き
子どもが修学のため、別に住所を
定めるとき

保険証、在学証明書など、印鑑、マ
イナンバー

保険証をなくしたとき、汚れて使
えなくなったとき

使えなくなった保険証、印鑑、マイ
ナンバー

表１

※保険証は、運転免許証やマイナンバーカードなど官公庁が発行した写真付き証
明書で本人確認ができる場合にのみ、窓口で交付します。それ以外の場合は郵送
します。

加
入・脱
退
の
手
続
き
は
早
め
に

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
必
要
で
す

問
保
険
医
療
課︵
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　
市
民
税
課︵
保
険
税
の
税
額
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

　
税
制
収
納
課︵
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５
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三原公共下水道事業

 平成29年 3 月 供用開始区域図
               既に供用開始された区域
               平成29年供用開始区域

Ｎ

Ｓ

三原市西部地域

空 港 周 辺 地 域

三原公共下水道事業

 平成29年 3 月 供用開始区域図
               既に供用開始された区域
               平成29年供用開始区域

Ｎ

Ｓ

三原市東部地域

❷

❸

三原地域

沼田西地区

空港周辺地区

■ 既に使用できる区域
■ 新たに使用できる区域

■ 既に使用できる区域

■ 新たに使用できる区域

　
31
日（
金
）か
ら
、
図
の
■
の
区
域
で
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
１
月
末
現
在
、使
用
可
能
区
域
内
の
87・5
％
の
世
帯
が
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、衛
生
的
に
生
活
で
き
、地
域
の
環
境
保
護
、川
や
海
の
水
質
保
全
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
は
、で
き
る
だ
け
早
期
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。
使
用
で
き
る
区

域
に
な
っ
て
３
年
以
内
に
接
続
す
る
場
合
は
、融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

下
水
道
整
備
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
区
域

古
浜
一
丁
目
、
東
町
一
丁
目
、
本
町
一・二
丁
目
、
西
宮
一・二
丁
目
、
宮
沖
五
丁
目
、
宮

浦
五
丁
目
、
西
野
一
丁
目
、
皆
実
一・二・三・四・六
丁
目
、
和
田
二・三
丁
目
、
沼
田
西

町
惣
定
、
本
郷
南
三・四・五
丁
目
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
地
域

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が

広
が
り
ま
す

―
区
域
内
の
人
は
接
続
し
ま
し
ょ
う
―

問下水道整備課　☎0848・67・6049

本郷地域
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�問い合わせ先

　
先
月
15
日
、
第
９
回
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
公
開
選
考
が
行
わ

れ
、
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、県
内
外
か
ら
２
２
３
人
、

合
計
５
４
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。“
三
原
の
四
季
と
城
下
町
”

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
色
鮮
や
か
な

紅
葉
や
情
緒
あ
ふ
れ
る
城
下
町
の

風
景
な
ど
、
三
原
の
魅
力
を
収
め

た
力
作
の
中
か
ら
、
大
賞
な
ど
20

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

入�

選
＝「
桜
咲
く
天
空
の
浮
城
」原
田
忠
明

（
三
原
市
）、「
ブ
ル
ー
（blue

）」栗
田
直
己

（
尾
道
市
）、「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
飛
行
」高
橋

幸
美（
尾
道
市
）、「
雨
の
三
景
園
」河
南 

紀

久
子（
三
原
市
）、「
ち
ょ
っ
と
失
礼
」荒
木

忠
義（
広
島
市
）

佳�

作
＝「
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
」斎
藤 

雄
宰
睦

（
岡
山
市
）、「
光
輝
く
浮
城
」門
田
節
登（
三

原
市
）、「
神
明
だ
る
ま
」平
櫛
賀
章（
福
山

市
）、「
白
竜
湖
の
春
」小
林 

昇（
竹
原
市
）、

「
早
朝
の
寺
」新
岡
康
生（
竹
原
市
）

特�

別
賞・み
は
ら
新
魅
力
発
見
賞
＝「
見
上
げ

る
ス
カ
イ
ア
ー
チ
」土
井
正
司（
世
羅
町
）、

「
町
な
み
ひ
な
め
ぐ
り
」藤
原
敏
明（
三
原

市
）

特�

別
賞・
花
火
賞
＝「
城
跡
と
の
共
演
」高
橋

純
寿（
尾
道
市
）

第
９
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
が
決
定

問
観
光
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
１
４

と�　き　３月11日（土）～３月24日（金）10時～18時
と�ころ　市民ギャラリー（ペアシティ三原西館２階）

入賞作品の展示

大賞・全日本写真連盟賞
　「やっさ踊り」　工藤浩一（福山市）
　撮 影 日　平成28年８月
　撮影場所　三原駅前（城町）

金�

賞
　「
思
い
を
馳
せ
る
浮
城
４
５
０
年
」

　
　
　
上
川
良
樹（
三
原
市
）

銀�賞　「スタートダッシュ」
　　　谷岡 隆（呉市）

銀�賞　「出港の光景」
　　　福岡輝治（福山市）

銅�賞　「合奏」　山本宣男（竹原市）

銅�賞　「初夏を飛ぶ」
　　　那賀 悟（三原市）

銅�賞　「目指せ福男」
　　　山本清博（三原市）

入場料
無料
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